
下記議案については全員賛成で認定
認定第4号 令和２年度福津市介護保険事業特別会計決算の認定について
認定第5号 令和２年度福津市住宅新築資金等貸付事業特別会計決算の認定について
認定第6号 令和２年度福津市公共下水道事業会計決算の認定について
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認定第1号 令和２年度福津市一般会計決算の認定について

令和２年度福津市国民健康保険事業特別会計
決算の認定について認定第2号

令和２年度福津市後期高齢者医療事業特別
会計決算の認定について認定第3号

歳入 歳出（目的別）
消防費
7億8,469万円
            2.5%

消防費
7億8,469万円
            2.5%

農林水産業費
4億6,045万円
            1.4%

農林水産業費
4億6,045万円
            1.4%

商工費
3億908万円
 1.0%

商工費
3億908万円
 1.0%
議会費
2億1,922万円
　　　　0.7%

議会費
2億1,922万円
　　　　0.7%

総務費
93億2,409万円 
            29.6%

教育費
42億6,233万円 
            13.5%

衛生費
20億2,178万円
              6.4%

公債費
19億5,121万円
              6.2%

公債費
19億5,121万円
              6.2%

民生費
105億8,055万円
              33.6%

災害復旧費
1,413万円
　　 0.1%

災害復旧費
1,413万円
　　 0.1%

土木費
15億9,307万円
              5.0%

土木費
15億9,307万円
              5.0%

市債
12億8,348万円 
              4.0%

市税
68億5,271万円
            21.3%

地方交付税
48億4,934万円 
            15.0% 

国・県支出金
149億1,538万円
              46.2%

その他
16億1,748万円 
              5.0%

繰入金
8億1,496万円
            2.5%

その他
19億1,376万円 
              6.0%

歳出合計
315億2,060
万円

29.8%29.8%

70.2%70.2%
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０
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。
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0
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仮
に
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症
対
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。

　
今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
年
少
人
口
の
増
加
と
高
齢
化
に

よ
り
、
扶
助
費
の
さ
ら
な
る
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考

え
る
。
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
、
財
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の
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と
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の
抑
制
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急
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あ
る
。
今
以
上
に
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力
す
る
必
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が
あ
る
。

（
監
査
委
員
審
査
意
見
抜
粋
）

令和2年度一般会計決算を 不認定
　決算審査特別委員会では、市の予算が適切に執行され、効果的に事業が行われたかを集中的に審査しました。
　全会計の総額は歳入合計479億7,383万円、歳出合計474億7,142万円です。一般会計は歳入322億4,711
万円、歳出315億2,060万円となりました。審査の結果、一般会計については決算審査特別委員会では賛成多数
で認定されましたが、本会では賛成少数で不認定となりました。その他の決算議案は賛成多数で認定となりました。

監
査
委
員
の
意
見

●総合教育会議学識経験者等意見聴取業
務について、市長提出の再議書に令和2
年11月９日より前の行為は「市に債務を
負担させるものではなく、支出負担行為
とは呼べない」とあり、「11月８日まで行
われた九州環境管理協会の業務履行に対
して、市は債務を負担しない」としている。
●本年３月の一般質問で、このことについ
て市長は「間違いない」と答弁。また、
令和2年10月１日から11月８日までの委
託業務に関して支出できないということ
で間違いないかの問いに、市長は「支
出はできない」と答弁している。 
●市の最高責任者である市長の発言は重
く、答弁の訂正もないため、全額が支
払われていることを理由に反対である。

反対

●コロナ禍で事業の延期や中止が続く中
で、できる限りの対応をした形跡が見え
る報告書であった。
●総合教育会議学識経験者等意見聴取業
務委託料99万円については、財源は市
民の税金だからこそプロセスも明瞭にす
べきである。今後はガバナンスやコンプ
ライアンスに基づいた財政運営、市政運
営を行うことを申し添えて賛成とする。
●決算については、間違った財政運営も
なく、自主財源比率も安定している。職
員の職務遂行にも、収入収益の努力が
見られる。
●決算の認定を否定することは、次年度
の予算計画にも多大な不信感を市民に
抱かせることにもなりかねない。

賛成
本会・委員会での主な意見

　令和２年度一般会計の歳入歳出決算額は、前年度と比較すると、歳入で90億円、歳出で88億円
と大幅な増加となりました。令和２年度からは市政運営の指針に加え、まちづくり基本構想に基づく
予算案が提案されました。決算では、基本構想の７つの目標像に向けての事業進捗や新型コロナウイ
ルス感染症への適切な対策ができていたのか、チェックしました。

主要事業
福間中学校整備改修事業　4億3，048万円 特別定額給付金事業費（国庫支出金）　66億7，578万円

令和２年度一般会計

※決算が不認定となった場合、市長は、当該議決を踏まえて必要と認める措置を講じたときは、速やかに、
当該措置の内容を議会に報告するとともに、これを公表しなければならない（地方自治法第233条第7項）（ ）

ふんちゃんを探せ
！

ふんちゃんクイズ

●表紙の絵は
　どこを描いた
　ものでしょう？
●解体される公民　
　館はどこ？
●体育館トイレの　
　洋式化および乾式
　化される中学校は
　どこ？

ヒントは、ページをめくって私を探してね。
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下記議案については全員賛成で認定
認定第4号 令和２年度福津市介護保険事業特別会計決算の認定について
認定第5号 令和２年度福津市住宅新築資金等貸付事業特別会計決算の認定について
認定第6号 令和２年度福津市公共下水道事業会計決算の認定について
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認定第1号 令和２年度福津市一般会計決算の認定について

令和２年度福津市国民健康保険事業特別会計
決算の認定について認定第2号

令和２年度福津市後期高齢者医療事業特別
会計決算の認定について認定第3号

歳入 歳出（目的別）
消防費
7億8,469万円
            2.5%

消防費
7億8,469万円
            2.5%

農林水産業費
4億6,045万円
            1.4%

農林水産業費
4億6,045万円
            1.4%

商工費
3億908万円
 1.0%

商工費
3億908万円
 1.0%
議会費
2億1,922万円
　　　　0.7%

議会費
2億1,922万円
　　　　0.7%

総務費
93億2,409万円 
            29.6%

教育費
42億6,233万円 
            13.5%

衛生費
20億2,178万円
              6.4%

公債費
19億5,121万円
              6.2%

公債費
19億5,121万円
              6.2%

民生費
105億8,055万円
              33.6%

災害復旧費
1,413万円
　　 0.1%

災害復旧費
1,413万円
　　 0.1%

土木費
15億9,307万円
              5.0%

土木費
15億9,307万円
              5.0%

市債
12億8,348万円 
              4.0%

市税
68億5,271万円
            21.3%

地方交付税
48億4,934万円 
            15.0% 

国・県支出金
149億1,538万円
              46.2%

その他
16億1,748万円 
              5.0%

繰入金
8億1,496万円
            2.5%

その他
19億1,376万円 
              6.0%

歳出合計
315億2,060
万円

29.8%29.8%
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令和2年度一般会計決算を 不認定
　決算審査特別委員会では、市の予算が適切に執行され、効果的に事業が行われたかを集中的に審査しました。
　全会計の総額は歳入合計479億7,383万円、歳出合計474億7,142万円です。一般会計は歳入322億4,711
万円、歳出315億2,060万円となりました。審査の結果、一般会計については決算審査特別委員会では賛成多数
で認定されましたが、本会では賛成少数で不認定となりました。その他の決算議案は賛成多数で認定となりました。

監
査
委
員
の
意
見

●総合教育会議学識経験者等意見聴取業
務について、市長提出の再議書に令和2
年11月９日より前の行為は「市に債務を
負担させるものではなく、支出負担行為
とは呼べない」とあり、「11月８日まで行
われた九州環境管理協会の業務履行に対
して、市は債務を負担しない」としている。
●本年３月の一般質問で、このことについ
て市長は「間違いない」と答弁。また、
令和2年10月１日から11月８日までの委
託業務に関して支出できないということ
で間違いないかの問いに、市長は「支
出はできない」と答弁している。 
●市の最高責任者である市長の発言は重
く、答弁の訂正もないため、全額が支
払われていることを理由に反対である。

反対

●コロナ禍で事業の延期や中止が続く中
で、できる限りの対応をした形跡が見え
る報告書であった。
●総合教育会議学識経験者等意見聴取業
務委託料99万円については、財源は市
民の税金だからこそプロセスも明瞭にす
べきである。今後はガバナンスやコンプ
ライアンスに基づいた財政運営、市政運
営を行うことを申し添えて賛成とする。
●決算については、間違った財政運営も
なく、自主財源比率も安定している。職
員の職務遂行にも、収入収益の努力が
見られる。
●決算の認定を否定することは、次年度
の予算計画にも多大な不信感を市民に
抱かせることにもなりかねない。

賛成
本会・委員会での主な意見

　令和２年度一般会計の歳入歳出決算額は、前年度と比較すると、歳入で90億円、歳出で88億円
と大幅な増加となりました。令和２年度からは市政運営の指針に加え、まちづくり基本構想に基づく
予算案が提案されました。決算では、基本構想の７つの目標像に向けての事業進捗や新型コロナウイ
ルス感染症への適切な対策ができていたのか、チェックしました。

主要事業
福間中学校整備改修事業　4億3，048万円 特別定額給付金事業費（国庫支出金）　66億7，578万円

令和２年度一般会計

※決算が不認定となった場合、市長は、当該議決を踏まえて必要と認める措置を講じたときは、速やかに、
当該措置の内容を議会に報告するとともに、これを公表しなければならない（地方自治法第233条第7項）（ ）

ふんちゃんを探せ
！

ふんちゃんクイズ

●表紙の絵は
　どこを描いた
　ものでしょう？
●解体される公民　
　館はどこ？
●体育館トイレの　
　洋式化および乾式
　化される中学校は
　どこ？

ヒントは、ページをめくって私を探してね。
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